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テストづくしの１週間でした ～ 期末テスト・実力テスト ～

今週は1学期期末テストに始まり、週末課題テスト、第1回実力テス
トと、テストづくしの１週間でした。みなさん、お疲れ様でした。
さて、日頃の勉強の成果は十分発揮できたで

しょうか？ 「できた・できなかった」と一喜
一憂してはいけません。
テストが終わったら「どこができなかったの

か」「何が足りなかったのか」「これからどうす
ればいいのか」という３点をはっきりさせるこ
とがとても大事です。
しっかりと自己分析して「次こそ！」という

気持ちで進んでいきましょう。

＜ 次週の予定 ＞
26 月 朝会 校内研修会 ※１４：５０下校
27 火 週末課題テスト（理科②) フッ化物洗口

合唱練習（１５：５０～１６：２０）
28 水 Ｔタイム（漢検対策）

薬物乱用防止教室
29 木 県立高校説明会（５・６校時）

合唱練習（１６：１０～１６：４０）

30 金 県陸上・少年の主張壮行会
週番引継会

  

補い合い助け合うこと、そしてやさしく見守ること ～ 人権教室 ～

２０日（火）、人権教室を行いました。今回お招きし
た講師は、白河人権擁護委員の佐藤正弘様、大橋信子様
のお二人です。
扱った題材は、第４０回人権作文コンテストで内閣総

理大臣賞を受賞した「みんなのヒーロー」という作品で
す。バスの乗車に手間取っている足の不自由なおばあさ
ん、その姿を「迷惑だ」と感じている乗客たち。ある日
一人のおじさんがおばあさんの乗車を手伝います。その
姿に心動かされた主人公が自らも手伝おうと勇気を出し
て行動しました。その後、今まで
冷たい視線を投げかけていた乗客
たちにも変化が・・・。
この作文を通して、互いの短所

を補い合い助け合うこと、やさし
く見守ることの大切さを学びました。

◇◇ 今週の言葉 ◇◇

「歩く」という字をよく見てごらん。
「少し」、「止まる」って書くでしょ。
だから、疲れたら休んでいいんだよ。
少し止まれば、また歩き始められるさ！

～ 休んで、また歩き始める ～

晴天の下、泳ぎ初め ～ 水泳の授業がスタート ～

２０日（火）、真夏を思わ
せるような青空の下、今年初
めての水泳の授業が行われま
した。気温、水温ともに絶好
のコンディションの中、気持
ちよさそうに泳ぐ子どもたち
の姿が見られました。

和田先生がいらっしゃいました

昨年に引き続き、県教育センタ
ーへ研究員として派遣された和田
陽輔先生が、ご自身の研究のため
に本校へおいでになり、理科の授
業を担当しています。期間は６／
２２（木）から７／３（月）まで
となります。
和田先生にとって

も皆さんにとっても
有意義な時間になる
といいですね。


